
第４回小学校のあり方検討委員会         2023.6.9 18:00～19:46 

                          進行：学校教育課長 

 

新委員の委嘱 

新委員の自己紹介 

 

１ 開会 

 

２ 教育長あいさつ 

   

３ 委員長あいさつ 

  コロナが落ち着いた後、人口減少が著しく、河北町でも他人ごとではない状

況である。議会でも、様々な面で人口減少が与える問題が議論されている。学校

のあり方も喫緊の課題である。次回第５回検討委員会は町全体に呼びかけ、広く

たくさんの意見をいただくことを目的に行う予定。今日の会議では、河北町にと

ってどんな小学校が一番いいのかを話し合ってもらう。最後にグループごとに

考えをまとめてもらいたい。それをもとに、次回は「検討委員会の考え」として

提示した内容にさらに意見をもらい、第６回の検討委員会で答申の案を考えて

いきたい。最終的に１２月までには答申を出す予定なので、忌憚のないご意見を

いただきたい。 

 

４ 報告（教育主幹）  

  協議のテーマに係る説明 ※スライド資料 

 

５ 協議（座長：委員長） 

 【グループごとの話し合い】 

 A グループ 

 1 校に統合するというゴールをもとに話し合った。世の中の変化や児童の数、

先生の数をふまえて、子どもたちに一番いいのは何だろうということで決めた

答えである。 

様々な課題があるが、一番の課題は地域とのつながりである。地区と学校でや

っていたことは地区の人が守っていくようにすれば継続は可能ではないかと考

えた。 

 集団への適応が心配という意見があったが、「トラブルはあるけれども子ども

は子どもの中で育つ」という大切な言葉を先生方から聞いて、やはり児童数が多



いほうがいいと思った。 

校舎の建築については、必ずしも新しいものでなくても既存の校舎を活用す

ればよい。 

 B グループ 

 1 校に統合した方がよい。統合は５年以内がいいのではないか。小中一貫校か

義務教育学校かの話が出たが、先生方の免許の問題や学年の区切りの問題もあ

り、それ以上話はまとまらなかった。段階的に統合することになると、在籍する

児童が学校を変えなければならないので、それでは子どもたちがかわいそう。統

合するなら一気にしたほうがいい。 

最終的に子どもたちにとって一番いいのは何かという話になり、子どもたち

（６年生）などに授業の一環として意見を聞いてみるのはどうかと思った。 

 C グループ 

 全員が 1 校に統合するという考えになった。小規模校にも良さはあるが、学

校として一番大切な、人と人とのかかわりや社会性を学んでいくためには、小規

模校では難しい。具体的な理由の１つ目が、その社会性・人とのかかわり、２つ

目が固定化されない人間関係（1 学年２クラス以上あったほうがよい）。３つ目

は PTA 活動が維持できない（役員が足りず、部会を減らした学校もある）。４つ

目はリーダー性や自治力の育成（運動会など自分たちで作り上げることができ

ない）。５つ目は学校運営力（先生方も多い方がよい）。６つ目は地域の活動は同

じ河北町として一緒にやる（地区ごとに分かれるのではなく、地域の伝統文化の

継承なども含めて、町全体の活性化を考えなければならない）。 

 気を付けなければならないのは、地域住民の理解を得て進めていかなければ

ならないということ。教育長の手腕が問われる。子どもたちのためを第一に話し

合っているので、説明の際に財政面は出さない方がよいと思う。 

通学や地域の行事など様々な課題があるが、子どもたちのことを考えて、十分

な配慮をしながら話し合いを進めていかなければならない。 

 

（委員長） 

 全グループが 1 校統合と出てくるとは思わなかったので驚いた。それぞれに

理由があった。私もそれを理由付けすると、１つ目は、持続可能な町立小学校。

仮に段階的統合をするとなると、今は大丈夫でも将来も２クラスという保証は

ない。将来にわたって可能性を求めていくという意味では1校統合だと思った。

２つ目は多様性。LGBT など国会でも話題になっている。確かに少人数であれば

一人一人に目をかけられるが、これからの社会で、今の子どもたちにとって多様



性がとても大切。多面的な見方を小学校教育の中で養う必要があるため、1 校統

合という裏付けにつながると考えた。３つ目は教育環境の充実。1 校にしたとき

に、町としてすべてをかけてそれにつぎ込めば、近隣からも素晴らしいと言われ

る教育環境を作ることが可能になる。 

これらの考えを合わせて、1 校に統合するという案を次回の町民参加型の検討

委員会に諮りたい。いろいろな意見が出てくると思うが、それをもとに第６回の

検討委員会で話し合いたい。 

 先ほど B グループから出されたが、子どもの声を聞くことはとても大切。校

長先生方には、学校で高学年の子たちに少しでも考えを聞くことができないか

機会を設けてもらいたい。 

 それにしても、住民にとって地域にとってだめだという声は必ず出てくる。住

民の理解を得ながら進めることはとても大切。仮に１校案ですぐに進めたとし

ても 6～7 年はかかるだろう。その時間的な見通しについても、住民に対して十

分に理解してもらえるような手立てを教育委員会にはとってもらいたい。 

 

６ その他 

 次回第５回の日程について 

 

７ 閉会 


